
発行／宮城県加美町議会　　編集／議会広報編集調査特別委員会 
〒981-4392　宮城県加美郡加美町字長檀75-2　TEL.0229-67-5120　FAX.0229-67-5130 
http://www.town.kami.miyagi.jp/　　E-mail:gikaijimu@town.kami.miyagi.jp

第３回定例会（平成17年９月） 

決算審査 
一般質問 
補正予算 
条例改正 
臨時会等 
特別委員会設置 

P２～５ 
P６～12 
P13 
P14 
P15 
P16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



第11号 

９ ９ 

月
定
例
議
会 

９
月
定
例
議
会
は
９
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
開
催 

さ
れ
、
平
成
16
年
度
各
種
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
等
に
つ
い 

て
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
。 

歳入 

歳入合計 
150億4,204万1,887円 

①国民健康保険事業 

②老人保健 

③介護保険 

④介護サービス事業 

⑤加美郡介護認定審査会 

⑥簡易水道事業 

⑦小野田簡易給水施設事業 

⑧霊園事業 

⑨町営駐車場事業 

⑩小野田温泉保養センター等事業 

⑪下水道事業 

⑫工業用地等造成事業 

　　　　合　　計 

2,565,459,192円 
3,274,754,544円 
1,410,354,872円 
34,553,896円 
4,577,063円 
90,425,889円 
2,664,248円 
2,000,172円 
7,902,389円 

368,538,187円 
1,504,355,010円 
4,097,091円 

9,269,682,553円 

収入　541,700,714円 
支出　476,611,825円 

　
合
併
し
て
２
年
目
と
な
る
 

平
成
16
年
度
決
算
が
原
案
ど
 

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
般
会
計
状
況
を
見
る
と
 

歳
入
13.
７
％
、
歳
出
13.
９
 

％
減
と
な
っ
て
お
り
、
決
算
 

収
支
は
３
億
７
５
０
０
万
円
 

の
黒
字
、
実
質
収
支
は
３
億
 

２
３
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
 

る
が
、
前
年
度
実
質
収
支
額
 

を
控
除
し
た
単
年
度
収
支
は
 

７
２
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
 

っ
て
い
る
。
一
般
会
計
と
特
 

別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
出
総
 

額
は
２
３
９
億
３
６
０
０
万
 

円
で
、
決
算
収
支
は
７
億
１
 

８
０
０
万
円
の
黒
字
、
実
質
 

収
支
は
６
億
６
６
０
０
万
円
 

の
黒
字
で
あ
る
が
、
 

前
年
度
実
質
収
支
 

額
を
控
除
し
た
単
 

年
度
収
支
は
１
億
 

４
０
０
万
円
の
赤
 

字
と
な
っ
て
い
る
。
 

町税 
23億2,232万円 
（15.4％） 

町債 
27億9,760万円 
（18.6％） 

繰入金 
5億7,329万円 
（3.8％） 

財産収入・諸収入 
2億6,546万円 
（1.8％） 

県支出金8億9,683万円（6.0％） 国庫支出金 
7億4,112万円 
（4.9％） 

自主財源 
　　22.7％ 

依存財源77.3％ 

負担金・使用料 
2億4,989万円 
（1.7％） 

その他 
9億6,848万円 
（6.4％） 

地方交付税 
62億2,705万円（41.4％） 

一般会計 

特 別 会 計  歳 出  

水道事業会計 
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決算原案 認定 決算原案 認定 決算原案 認定 

歳出合計 
146億6,655万3,748円 

  　
財
政
構
造
を
分
析
し
て
み
 

る
と
、
市
町
村
の
財
政
力
を
 

測
る
財
政
力
指
数
は
「
１
」
 

に
近
い
程
財
政
力
が
強
い
と
 

さ
れ
て
い
る
が
、
前
年
度
よ
 

り
０
.
０
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
 

し
、
0
.
3
1
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

　
次
は
経
常
収
支
比
率
だ
が
、
 

こ
れ
は
財
政
構
造
の
弾
力
性
 

を
表
す
指
数
で
、
通
常
は
75 
 

％
前
後
が
理
想
と
さ
れ
る
が
 

当
年
度
は
前
年
度
よ
り
8
.
 

6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
97
.
 

1
％
と
な
り
財
政
の
硬
直
化
 

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
公
 

債
費
比
率
は
3
.
4
ポ
イ
ン
 

ト
上
昇
し
24
.
8
％
と
な
っ
 

た
。
 

　
起
債
制
限
比
率
（
借
金
体
 

質
の
度
合
い
を
計
る
指
標
で
、
 

こ
の
比
率
が
20
％
を
越
え
る
 

と
借
金
を
す
る
こ
と
が
制
限
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
が
1
 

.
4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
15
％
 

に
な
っ
た
。
 

　
ま
た
、
町
税
な
ど
の
収
入
 

未
済
額
及
び
不
納
欠
損
額
が
 

前
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て
 

お
り
、
な
お
一
層
の
賦
課
徴
 

収
に
努
め
、
町
税
収
入
率
の
 

向
上
、
適
正
な
受
益
者
負
担
、
 

新
し
い
財
源
の
確
保
な
ど
、
 

歳
入
の
安
定
的
な
確
保
と
今
 

後
の
さ
ら
な
る
諸
経
費
の
節
 

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 加
美
町
監
査
委
員
 

　
　
　
　
引
　
地
 
田
路
子
 

　
　
　
　
吉
　
岡
　
博
　
道
 

公債費 
32億4.600万円 
（22.1％） 

民生費 
27億908万円 
（18.5％） 

教育費 
19億3,476万円 
（13.2％） 

総務費 
18億101万円 
（12.3％） 

土木費 
17億5,321万円 
（12.0％） 

農林水産業費 
12億2,877万円 
（8.4％） 

衛生費 
9億5,970万円 
（6.5％） 

消防費 
5億1,097万円 
（3.5％） 

商工費・労働費 
2億6,878万円 
（1.8％） 

議会費 
2億5,052万円 
（1.7％） 

その他375万円 

歳出 
一般会計 

平成16年度 

一
　
般
　
会
　
計 

監
査
意
見
書
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地
域
社
会
に
と
っ
て
、
最
 

も
大
き
な
組
織
体
は
役
場
で
 

あ
り
、
人
材
・
財
政
力
・
情
 

報
の
収
集
発
信
能
力
を
兼
ね
 

備
え
て
い
る
。
そ
の
町
の
拠
 

点
と
な
る
役
場
が
振
興
の
先
 

頭
に
立
つ
こ
と
な
く
、
単
な
 

る
事
務
屋
と
な
っ
て
消
極
的
 

に
な
っ
て
は
、
地
域
に
お
け
 

る
人
づ
く
り
、
職
場
の
活
性
 

化
・
開
発
型
事
業
な
ど
進
む
 

わ
け
が
な
い
。
今
、
力
を
入
 

れ
る
べ
き
事
は
、
豊
富
な
情
 

報
と
人
材
を
総
動
員
し
て
、
 

町
の
産
業
の
方
向
性
や
地
域
 

開
発
、
外
部
に
開
か
れ
た
風
 

土
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
確
 

保
な
ど
地
域
経
営
の
視
点
に
 

立
っ
た
、
町
の
シ
ン
ク
タ
ン
 

ク
（
頭
脳
集
団
）
と
し
て
、
 

そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
 

で
の
事
務
事
業
を
見
直
し
、
 

地
域
に
合
っ
た
形
に
練
り
直
 

し
、
そ
の
波
及
効
果
を
導
く
 

発
想
、
ど
ん
な
事
業
を
選
択
 

し
、
い
か
に
創
意
工
夫
を
持
 

っ
て
地
域
づ
く
り
を
行
う
か
、
 

知
恵
の
回
る
町
と
、
知
恵
遅
 

れ
の
町
の
格
差
が
見
ら
れ
る
 

時
代
と
な
る
。
 

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
職
員
の
 

一
層
の
自
覚
と
奮
起
を
促
す
 

町
長
の
考
え
、
指
導
力
を
伺
 

う
。
 

町
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
 

　
と
し
て
の
機
能
発
揮
は
 

　
町
の
職
員
に
は
、
行
政
の
 

プ
ロ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
 

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
と
し
 

て
の
基
礎
的
な
事
務
処
理
だ
 

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
常
に
地
 

域
の
発
展
と
振
興
の
た
め
の
 

研
究
と
実
践
に
当
た
ら
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

 
そ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
 

な
知
識
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
 

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
考
え
方
 

を
い
つ
も
持
ち
続
け
る
こ
と
 

が
大
切
で
あ
り
、
各
種
研
修
 

等
を
通
じ
て
自
己
研
鑽
に
努
 

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
官
民
協
働
が
提
唱
 

さ
れ
て
い
る
今
の
時
代
に
お
 

い
て
は
、
町
民
と
行
政
、
そ
 

し
て
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
 

町
を
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が
 

望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
人
 

づ
く
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
 

職
員
の
意
欲
を
喚
起
す
る
た
 

め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
 

と
と
も
に
、
能
力
が
１
０
０
 

％
発
揮
で
き
る
適
材
適
所
の
 

人
員
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り
 

ま
す
。
 

町
政
を
質
す
 

 町
政
を

町
政
を
質
す
 

 町
政
を
質
す
 

 

７
名
登
壇

７
名
登
壇
 

７
名
登
壇
 

適
材
適
所
で
対
応
し
ま
す
 

佐藤　善一 議員 

一 般 質 問 

た
だ
 

た
だ
 

本庁舎内の様子 
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改
革
大
綱
を
 

策
定
中
で
す
 

行
政
改
革
の
方
向
性
は
 

　
「
合
併
は
最
大
の
行
政
改
 

革
で
あ
る
一
方
、
合
併
に
よ
 

っ
て
改
革
が
終
わ
っ
た
訳
で
 

は
な
く
、
効
率
的
で
町
民
に
 

分
か
り
や
す
い
行
政
機
構
・
 

組
織
づ
く
り
は
、
町
に
よ
っ
 

て
普
遍
的
な
課
題
で
あ
り
、
 

い
か
な
る
時
も
こ
れ
を
念
頭
 

に
お
い
て
改
革
を
行
っ
て
い
 

く
」
と
し
て
い
る
が
、
国
や
 

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
対
応
 

す
る
た
め
の
行
政
力
強
化
を
 

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
か
れ
 

る
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
行
政
改
革
の
大
き
な
柱
で
 

あ
る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
 

に
よ
り
、
地
区
集
会
所
等
18 
 

施
設
が
4
月
か
ら
指
定
管
理
 

者
に
よ
る
管
理
が
開
始
さ
れ
 

ま
し
た
。
我
が
町
の
行
政
改
 

革
に
及
ぼ
し
た
効
果
に
つ
い
 

て
伺
い
ま
す
。
 

　
行
政
改
革
大
網
策
定
に
向
 

け
て
、
行
政
改
革
推
進
委
員
 

会
の
皆
さ
ん
や
、
町
の
職
員
 

の
方
々
が
推
進
本
部
や
検
討
 

委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
さ
 

れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
革
と
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
 

の
両
立
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
教
育
委
員
会
は
、
多
く
の
 

社
会
教
育
施
設
と
職
員
で
構
 

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
行
政
改
革
は
、
こ
れ
ら
に
 

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
 

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
行
政
と
町
民
の
協
働
で
の
 

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
 

は
町
民
の
意
識
改
革
や
、
町
 

づ
く
り
参
画
意
識
の
啓
発
が
 

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
行
政
改
革
を
推
進
す
る
に
 

当
た
り
、
施
設
の
効
率
運
営
 

と
町
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
 

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

  
平
成
12
年
の
地
方
分
権
一
 

括
法
に
よ
り
、
住
民
に
身
近
 

な
行
政
事
務
は
市
町
村
が
処
 

理
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
 

県
か
ら
の
権
限
移
譲
が
進
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
受
け
入
 

れ
る
側
の
体
制
が
整
っ
て
い
 

な
い
部
分
も
あ
り
、
ま
だ
こ
 

れ
か
ら
と
い
う
状
況
で
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
農
地
 

転
用
の
許
可
に
関
す
る
事
務
 

や
土
地
改
良
換
地
計
画
に
関
 

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
移
譲
 

を
受
け
、
本
年
度
よ
り
事
務
 

処
理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
他
の
事
務
に
つ
い
て
 

も
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
 

ま
い
り
ま
す
。
 

 
指
定
管
理
者
制
度
の
発
足
 

に
伴
い
、
４
月
か
ら
地
区
集
 

会
所
等
18
の
施
設
が
指
定
管
 

理
者
に
よ
る
管
理
に
移
行
し
 

ま
し
た
。
管
理
形
態
が
大
き
 

く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
指
定
に
よ
っ
て
自
分
 

た
ち
が
管
理
す
る
施
設
で
あ
 

る
と
い
う
意
識
の
変
化
や
施
 

設
の
効
率
的
な
利
用
と
い
う
 

観
点
で
い
い
方
向
に
向
い
て
 

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
行
政
改
革
大
綱
の
 

策
定
に
向
け
て
、
行
政
改
革
 

推
進
委
員
会
や
推
進
本
部
及
 

び
検
討
部
会
に
お
い
て
検
討
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
改
 

革
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
 

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、
 

な
お
か
つ
コ
ス
ト
の
少
な
い
 

行
政
運
営
を
基
本
と
す
る
た
 

め
、
職
員
を
削
減
し
な
が
ら
 

も
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
 

な
い
体
制
の
構
築
に
向
け
た
 

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
 

で
す
。
 

　
本
町
に
は
、
多
く
の
生
涯
 

学
習
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
 

過
日
、
こ
れ
ら
施
設
に
つ
い
 

て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
 

ほ
と
ん
ど
が
指
定
管
理
者
へ
 

の
移
行
が
可
能
と
い
う
結
果
 

で
、
今
後
そ
の
体
制
づ
く
り
 

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
施
設
に
よ
っ
て
は
指
定
管
 

理
者
へ
の
移
行
に
よ
る
サ
ー
 

ビ
ス
低
下
を
懸
念
す
る
声
も
 

あ
り
ま
す
が
、
住
民
意
見
を
 

反
映
さ
せ
る
た
め
の
施
設
運
 

営
委
員
会
の
設
置
等
に
よ
り
 

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

工藤　清悦 議員 

一 般 質 問 

薬�山のすそに広がる公共施設 



第11号 

　我が町の今後の財政状況は少子高齢社会の進展と、合併支援策の減少により、厳しさを増してまいります。 
今後の行政の進め方として、担当職員との徹底的議論をもとに①今後とも行政がやる仕事②行政がやる必要 
のない仕事もしくは民間がやった方がよい仕事③他の行政機関の仕事、というように仕分けをすることを民 
間の頭脳集団「構想日本」という組織ですが、このような方々の力をお借りすべきと思うが町長の考えをお 
伺い致します。 

　
障
が
い
者
用
の
設
備
が
、
 

一
部
の
心
な
い
人
々
に
よ
り
 

壊
さ
れ
る
た
め
、
時
々
利
用
 

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
が
 

我
が
町
の
現
状
の
よ
う
で
あ
 

り
ま
す
。
障
が
い
者
に
や
さ
 

し
い
町
と
い
わ
れ
る
よ
う
、
 

も
っ
と
努
力
す
べ
き
で
あ
る
 

と
思
う
。
又
、
障
が
い
者
の
 

社
会
参
加
を
よ
り
促
進
す
る
 

た
め
、
耳
の
不
自
由
な
方
に
 

筆
談
で
応
じ
る
こ
と
を
示
す
 

「
耳
マ
ー
ク
」
の
窓
口
へ
の
 

設
置
と
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
 

の
ト
イ
レ
の
設
置
等
も
よ
り
 

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
 

の
考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。
 

　
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
 

ら
せ
る
町
を
目
指
す
な
か
で
、
 

ト
イ
レ
な
ど
が
壊
さ
れ
て
い
 

る
現
状
は
非
常
に
残
念
な
こ
 

と
で
す
。
 

　
こ
れ
は
モ
ラ
ル
の
問
題
で
 

あ
り
、
意
識
啓
発
を
十
分
に
 

進
め
、
設
置
目
的
の
理
解
を
 

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
耳
の
不
自
由
な
方
へ
の
 

「
耳
マ
ー
ク
」
は
、
窓
口
へ
 

の
設
置
に
つ
い
て
、
早
急
に
 

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
策
」
 

に
つ
い
て
は
、
設
置
す
べ
き
 

施
設
や
、
施
設
構
造
上
か
ら
 

の
対
応
可
能
の
有
無
を
調
査
 

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

一條　寛  議員 

一 般 質 問 

民間の力で行政の見直しを 

　地方も国も危機的な財政状況の中で、地域にとって本当に必 

要な行政は何かということが問われています。 

　民間のシンクタンクの「構想日本」が、10を超える自治体の 

事務事業の見直しを行った結果、半数以上の事業が不要であっ 

たと報告しています。 

　本町においては、本年度、行政改革大綱の策定に取り組んで 

おり、組織の再構築による事務執行の効率化など、行政改革推 

進委員会を中心に見直しを進めています。 

　また、各種団体の補助金について再検討が必要な時代に来て 

いると感じていますし、行政評価の導入も含め、今後、民間が 

できるものと行政が実施しなければならないものを検証してま 

いります。 

　「構想日本」については、まず情報を得て、内容や効果面で 

の調査検討をしてまいります。 

 

まず情報を得て検討します 

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
 

　
　
　
　
　
町
づ
く
り
を
 

「
耳
マ
ー
ク
」
は
早
急
に
 

　
　
　
　
　
　
設
置
し
ま
す
 

合併時に設置した多目的 
トイレと早急に対応した 
耳マーク 

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
 

人
工
肛
門
保
有
者
ま
た
は
、
 

人
工
膀
胱
保
有
者
 

※
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
 

は
、
今
や
世
界
大
会
も
開
催
 

さ
れ
る
ま
で
に
普
及
し
、
子
 

供
か
ら
老
人
ま
で
気
軽
に
参
 

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
 

人
気
が
あ
が
っ
て
き
て
お
り
 

ま
す
。
や
く
ら
い
パ
ー
ク
ゴ
 

ル
フ
場
に
つ
き
ま
し
て
も
、
 

都
市
住
民
と
の
交
流
拡
大
及
 

び
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
 

進
を
図
る
目
的
で
今
年
の
4
 

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
 

は
、
そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
 

て
お
伺
い
致
し
ま
す
。
 

　
や
く
ら
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
 

場
は
本
年
４
月
23
日
に
開
園
 

し
、
８
月
末
現
在
で
営
業
日
 

数
が
１
２
１
日
、
利
用
者
数
 

は
５
５
１
９
人
で
１
日
当
た
 

り
の
平
均
利
用
者
数
は
46
人
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
数
字
は
当
初
計
画
の
 

68
％
程
度
で
す
が
、
薬
師
の
 

湯
と
の
温
泉
セ
ッ
ト
の
企
画
 

を
は
じ
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
 

場
主
催
の
大
会
を
月
１
回
開
 

催
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
 

芝
が
大
変
良
好
で
あ
る
と
評
 

価
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
今
 

後
の
利
用
者
の
増
加
に
期
待
 

し
て
い
ま
す
。
 

一
日
当
た
り
４６
人
で
す
 

佐藤　正憲 議員 

一 般 質 問 

　やくらいパークゴルフ場への用水として、約2㎞ 
程先の薬　山北側の水源地から導入していますが、 
その工程の中で一部道路に隣接する排水路の中に管 
を通しています。一般的な工法としてはあまり例の 
ない工法でないかと考えられます。こうした工法に 
至った経緯と、関係者の同意等についてお伺い致し 
ます。 
　又、同様の工法が加美町内に他にもあるのか、お 
伺い致します。 

特殊な用水管工法だが 

　パークゴルフ場内への用水については、薬　山北側の水源地より75ミリから100ミリの導水管を町道の排 

水溝内に布設し導水しています。水源地の水は、１年中涸れることなく安定的な水の供給が可能であるため、 

井戸を掘る必要がなく、排水溝は大雨を予測した設計になっており問題なく排水処理できています。 

　冬場には導水管内のエア抜きが必要となることからも埋設が適当ではなく、排水溝内に設置したというこ 

ともあり、管理上必要な特殊工事で他に例はありません。 

　この水源地には水利組合の水利権があり、公共施設に使用させて頂くということで了解をいただき、パー 

クゴルフ場に導水しています。 

安定した水源を利用します 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
 

　
　
　
　
　
利
用
状
況
は
 

4月にオープンしたやくらいパークゴルフ場 



第11号 

　町の財源はきびしい方向にある。しかし合併時の建設計画の遂行、又新たな町民の要望への施策等々大変 
頭の痛いところである。しかし町長は過去の柵や、義理私情を捨て強い信念をもって取り組まなければなら 
ない。私はその一つとして数ある町有地を維持管理するだけでなく、町民のために利活用するとか、処分 
（売却）を考えるべきと思うが所見を伺う。 

　
年
々
税
の
滞
納
者
と
滞
納
 

額
が
増
え
る
傾
向
が
見
受
け
 

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
税
の
 

収
納
率
の
向
上
と
、
納
税
者
 

の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
各
 

地
区
に
納
税
組
合
を
組
織
し
、
 

奨
励
金
や
報
奨
金
を
出
し
て
 

納
税
者
の
税
に
対
す
る
理
解
 

と
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
 

経
過
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
徴
 

収
を
Ｊ
Ａ
や
銀
行
が
代
行
し
 

て
お
り
ま
す
。
納
税
組
合
で
 

は
組
合
員
が
払
い
戻
し
用
紙
 

を
持
参
し
、
そ
れ
に
氏
名
と
、
 

金
額
と
口
座
番
号
を
記
入
し
 

て
頂
き
、
回
収
し
て
Ｊ
Ａ
等
 

に
持
参
し
て
納
め
る
。
こ
の
 

徴
収
方
法
は
個
人
の
秘
密
保
 

護
、
個
人
情
報
保
護
法
に
反
 

し
な
い
の
か
伺
う
も
の
で
あ
 

る
。
 

　
高
度
情
報
化
の
進
展
に
従
 

い
、
個
人
情
報
の
管
理
に
は
 

一
層
の
注
意
が
必
要
と
な
っ
 

て
き
て
お
り
、
本
町
で
も
個
 

人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
、
 

個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
や
 

他
の
者
へ
の
提
供
を
原
則
と
 

し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
同
条
例
に
は
本
人
 

の
同
意
が
あ
る
と
き
、
あ
る
 

い
は
、
事
務
遂
行
に
不
可
欠
 

で
あ
り
、
そ
れ
が
本
人
の
権
 

利
・
利
益
を
侵
害
し
な
い
と
 

き
は
、
情
報
提
供
が
で
き
る
 

と
い
う
例
外
規
定
も
あ
り
ま
 

す
。
 

　
納
税
組
合
は
町
が
情
報
を
 

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
 

の
徴
収
が
可
能
と
な
る
わ
け
 

で
す
か
ら
、
事
務
の
遂
行
上
 

必
要
で
す
し
、
組
合
に
は
納
 

税
者
が
自
ら
の
意
思
で
加
入
 

し
て
い
る
こ
と
か
ら
了
解
さ
 

れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
納
税
組
合
や
組
 

合
長
の
方
々
に
情
報
の
重
要
 

性
を
十
分
認
識
い
た
だ
く
よ
 

う
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と
 

と
も
に
、
新
た
な
加
入
者
に
 

は
書
面
で
同
意
を
得
る
等
の
 

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

反
し
な
い
と
解
釈
し
ま
す
 

尾形　勝  議員 

一 般 質 問 

遊休町有地の利活用を 

　加美町には、中新田地区10ヶ所、小野田地区１ヶ所、宮崎地区３カ所で、計14ヶ所約87,000㎡の遊休地 

があります。 

　これらの遊休地については、住宅用地、売却用地、公共施設の建設用地として考えておりますが、今回、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　統合保育所の完成により、新たに３つの施設跡地がで 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きることになりますので、これらも含めて跡地利用を 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討してまいります。 

 

14ヶ所があり検討します 

納
税
組
合
の
仕
事
は
、 

　
　
　
　
個
人
情
報
保
護
法
に
反
し
な
い
か
 

旧上多田川小学校の跡地 
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一條　光 議員 

一 般 質 問 

　これまでは、年々小規模化しつつある学校に手がつ 
けられなかったことが、町の合併によって統廃合の選 
択肢が大きく広がってきたと考えられる。 
　現在、加美町には3つの中学校と、分校を含め11の 
小学校が存在する。しかし、11の小学校のうち4つに 
複式学級があり、他にもクラス替え等も行えない変則 
的運営をよぎなくされている学校がある。中学校にお 
いても生徒数が少ないため、教科ごとの専門教師の確 
保やクラブ活動等に制限を受けている実態である。 
　今後、これらの点を改善し、学びたい学校づくりと 
ともに教えてみたい学校づくりが質の高い指導体制づ 
くりにも連動するものと考える。 
　人口動態からみた今後予想される就学者数は、各校 
とも現状維持か漸減傾向にあること、又、昨年策定し 
た町の「総合基本計画」の中でも学校教育の充実を掲 
げ、その具体的な取組として適正規模の学校の再編を 
明記している。 
　これらのことから、加美町全体としてのグランドデ 
ザインを描きながら、小・中学校の統廃合をして再編 
を図るべきと考えるが町長並びに教育長の見解を伺い 
たい。 

小・中学校の再編を急げ 

　ご質問についての基本的な考え方として、憲法に 

も教育基本法にもうたわれている教育の機会均等と 

いうものがあります。 

　しかし、加美町では変則的な複式学級の学校もあ 

りますし、４学級の学校もあり、適正規模の学校づ 

くりとなりますと、中新田小学校と中新田中学校以 

外は、生徒数が少ないために、学校を２つか３つに 

統合せざるを得なくなります。 

　さらに、子どもたちが学校を選べないという問題 

もあります。そこで考えているのは、それぞれの学 

校教育の特殊性を生かして、子どもや親に学校を選 

択できる幅を広げることで、変則的な複式学級を解 

消できないかということです。 

　そのために、今年度から、各学校において教育の 

特殊性を生かすための予算として、学校活性化資金 

を配分しています。　 

　いずれにしろ、学校再編は大変大きな問題ですし、 

学校というのは地域のシンボル的存在でもあります 

から、慎重に検討してまいります。 

適正規模の学校は 
　中新田小・中学校だけ 

複式学級の授業風景（上多田川小学校） 

複式学級の授業風景（漆沢分校） 



第11号 

　
70
代
4
0
0
0
人
、
10
代
 

以
下
2
1
0
0
人
の
少
子
高
 

齢
化
の
町
の
現
状
を
考
え
る
 

時
、
抜
本
的
な
施
策
が
必
要
 

と
思
う
が
、
そ
の
対
策
に
つ
 

い
て
伺
う
。
 

　
高
齢
化
は
必
ず
し
も
悲
観
 

的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
 

ろ
長
寿
と
い
う
喜
ば
し
い
こ
 

と
で
あ
り
、
高
齢
者
の
み
な
 

さ
ん
の
持
っ
て
い
る
技
術
の
 

蓄
積
を
、
ど
う
社
会
の
中
で
 

生
か
し
て
い
け
る
か
が
課
題
 

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
少
子
化
に
つ
い
て
 

は
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
 

が
抜
本
的
対
策
を
見
い
だ
せ
 

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
育
て
や
す
い
、
働
 

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
 

的
に
統
合
保
育
所
を
建
設
し
 

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
 産

み
、
育
て
、
働
き
や
す
い
 

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
 

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
３
月
に
策
定
 

し
た
加
美
町
次
世
代
育
成
支
 

援
行
動
計
画
を
具
体
的
に
実
 

践
し
て
い
く
こ
と
や
、
乳
幼
 

児
医
療
費
の
助
成
を
小
学
校
 

就
学
か
ら
、
さ
ら
に
拡
大
す
 

る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
結
婚
奨
励
に
つ
い
 

て
も
係
を
お
い
て
お
り
、
具
 

体
的
推
進
対
策
を
検
討
し
て
 

ま
い
り
ま
す
。
 

少
子
高
齢
化
対
策
は
 

近藤　義次 議員 

一 般 質 問 

　障がい者対策について、施設の充実を図るため 
に、中新田保育所の跡地を利用してはどうか。 

産
み
、育
て
、働
き
や
す
い
 

　
　
　
環
境
を
つ
く
り
ま
す
 

　中新田保育所の跡地については、現在、民間の 

福祉団体から活用について打診がきています。 

　まだ具体的な進展はありませんが、町としては、 

福祉施設として、心身障がい者の方々への働く場 

の提供という方向で考えています。 

　議会終了後に社会福祉法人と相談しながら、実現可能な利用方法を検討してまいります。 

　広原、鳴瀬保育所については、老朽化していますので、解体が必要と考えています。 

　また、障がい者施設の解体宣言による地域の対応については、ともに地域で生活できるように、町有施設 

の利用など、受け皿としての施設整備を検討していきたいと考えています。 

 

障がい者への働く場の 
　　提供を考えています 

中新田保育所の 
　　　　跡地利用は 

今後跡地利用が検討される中新田保育所 
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町
有
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト
検
 

査
に
２
１
０
万
円
。
農
地
管
 

理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
に
 

３
６
６
万
円
。
光
ケ
ー
ブ
ル
 

移
転
工
事
に
２
３
６
万
円
。
 

 　
　
　
　
加
美
町
管
内
に
ア
 

　
　
　
ス
ベ
ス
ト
で
の
発
症
 

例
が
あ
る
の
か
。
 

　
　
　
　
町
有
施
設
に
ア
ス
 

　
　
　
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
 

て
い
る
か
検
査
を
し
て
い
る
 

段
階
で
あ
り
、
発
症
云
々
ま
 

で
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
  　

鳴
瀬
保
育
所
解
体
工
事
に
 

７
４
８
万
円
。
広
原
保
育
所
 

解
体
工
事
に
７
８
０
万
円
。
 

統
合
保
育
所
送
迎
用
マ
イ
ク
 

ロ
バ
ス
（
１
台
）
の
購
入
に
 

５
１
６
万
円
。
 

 　
　
　
　
保
育
所
の
送
 

　
　
　
迎
バ
ス
料
金
が
、
 

地
区
に
よ
っ
て
異
な
っ
 

て
い
る
。
子
育
て
支
援
 

対
策
と
し
て
、
全
地
区
 

無
料
に
で
き
な
い
か
。
 

　
　
　
　
受
益
者
負
担
 

　
　
　
と
す
る
か
、
無
 

料
に
す
る
か
検
討
し
て
 

い
ま
す
。
 

 　
地
域
特
産
生
産
施
設
（
中
 

新
田
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
）
整
 

備
工
事
に
２
５
５
９
万
円
。
 

 　
　
　
　
整
備
の
内
容
に
つ
 

　
　
　
い
て
説
明
願
い
た
い
。
 

　
　
　
　
培
養
棟
の
増
築
工
 

　
　
　
事
で
、
当
初
の
計
画
 

よ
り
も
若
干
大
き
く
な
る
た
 

め
で
す
。
 

 　
交
通
量
調
査
委
託
料
に
２
 

０
０
万
円
。
道
路
維
持
修
繕
 

工
事
に
８
３
８
万
円
。
道
路
 

改
良
舗
装
工
事
に
２
４
０
０
 

万
円
。
並
柳
町
営
住
宅
周
辺
 

環
境
整
備
工
事
に
８
１
３
万
 

円
。
上
石
町
営
住
宅
解
体
工
 

事
に
１
１
６
２
万
円
。
 

  　
カ
ヌ
ー
運
搬
用
ト
レ
ー
ラ
 

ー
購
入
に
１
６
３
万
円
。
 

  　
工
業
立
地
整
備
土
壌
調
査
 

委
託
料
に
３
５
０
万
円
。
雁
 

原
工
業
団
地
第
３
地
区
整
備
 

工
事
に
１
１
８
０
万
円
。
 

 　
　
　
　
工
事
の
内
容
に
つ
 

　
　
　
い
て
伺
う
。
　
 

　
　
　
　
ケ
イ
テ
ッ
ク
の
土
 

　
　
　
地
の
造
成
費
で
、
排
 

水
工
事
、
設
計
、
土
壌
調
査
、
 

上
下
水
道
等
の
工
事
代
と
な
 

り
ま
す
。
 

 　
簡
易
水
道
整
備
工
事
に
２
 

０
０
万
円
。
 

  　
中
新
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
脱
 

水
汚
泥
積
替
施
設
設
置
工
事
 

に
３
０
０
万
円
。
 

  　
漆
沢
浄
水
場
施
設
修
繕
整
 

備
に
２
２
４
万
円
、
キ
タ
イ
 

沼
浄
水
場
施
設
修
繕
に
１
２
 

６
万
円
。
水
道
台
帳
給
水
デ
 

ー
タ
入
力
業
務
委
託
料
に
５
 

５
０
万
円
。
　
 

漆沢浄水場施設 

ふれあいの森公園パークゴルフ場 

今年度中に解体される 
広原・鳴瀬保育所 

問 問 答 答 

問 問 答 答 

問 問 答 答 

 　
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
管
理
 

委
託
料
に
１
０
０
万
円
。
 

 　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
森
公
 

　
　
　
園
の
コ
ー
ス
が
だ
い
 

ぶ
荒
れ
て
き
て
い
る
。
徹
底
 

し
た
管
理
を
し
な
け
れ
ば
、
 

利
用
者
が
遠
ざ
か
っ
て
行
く
 

の
で
は
な
い
か
。
 

　
　
　
　
き
ち
ん
と
管
理
す
 

　
　
　
る
よ
う
に
、
職
員
及
 

び
社
員
に
徹
底
し
て
い
き
ま
 

す
。
 

問 問 答 答 

問 問 答 答 



第11号 

◇
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
改
正
 

　
医
療
機
関
の
窓
口
事
務
の
 

簡
素
化
と
利
用
者
の
利
便
性
 

を
図
る
た
め
、
社
会
保
険
の
 

被
保
険
者
に
つ
い
て
も
受
給
 

者
証
と
保
険
証
を
提
示
す
る
 

こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
支
払
 

い
は
不
要
と
な
る
も
の
。
 

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
 

部
改
正
 

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
 

者
に
の
み
適
用
し
て
い
た
乳
 

幼
児
と
児
童
医
療
費
の
一
部
 

負
担
金
の
支
払
い
は
不
要
と
 

な
る
も
の
。
 

◇
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
 

　
12
月
に
開
所
す
る
こ
と
に
 

伴
い
、
鳴
瀬
保
育
所
、
広
原
 

保
育
所
を
廃
止
、
中
新
田
保
 

育
所
の
位
置
を
変
更
す
る
も
 

の
。
 

◇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

条
例
等
の
一
部
改
正
 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

な
ど
17
施
設
に
つ
い
て
、
指
 

定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
向
 

け
て
、
指
定
管
理
者
が
行
う
 

業
務
等
を
規
定
す
る
も
の
。
 

期　　間 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～21.3.31 

18.4.1～28.3.31

　　指 定 管 理 者  

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

（株）薬　振興公社 

小野田はたおり保存会 

（農）やくらい土産センタ－さんちゃん会 

加美よつば農業協同組合 

　　　　　　　　施　設　の　名　称 

加美町小野田温泉保養センタ－（やくらい薬師の湯・他） 

加美町農山村多面的機能活用施設（滝庭の関・駒庄） 

加美町総合交流タ－ミナル施設（レストランぶな林） 

加美町健康増進施設（やくらいウォ－タ－パ－ク） 

加美町山村ふれあい公園施設（やくらいパ－クゴルフ場・ふれあい広場） 

加美町小野田展示交流施設 

加美町総合交流タ－ミナル施設（地ビ－ル製造施設） 

加美町農山村多面的機能活用施設（機織伝習館） 

加美町農林産物直売施設（土産センタ－・山の幸センタ－） 

加美町山村活性化支援センタ－（ＪＡＭ８年館） 

　　　指定管理者制度導入予定の施設等 

デイサービスセンター 

心身障がい者通所授産施設（クローバーハウス） 

地域特産生産施設（きのこ培養センター） 

郷土文化保存伝習館（陶芸の里内） 

ふれあいの森公園パークゴルフ場 

荒沢自然館 

内水面漁業振興施設 

まちづくりセンター（加美商工会宮崎支所） 

地域食品加工センター（交流センター内） 

町営駐車場 

山宝倉（陶芸の里内） 

宮崎温泉施設（ゆ～らんど） 

あゆの里物産館 

野外趣味活動施設（やくらいハイツ） 

小野田農村公園（大滝農村公園ほか） 

宮崎緑地広場（陶芸の里内） 

防雪センター 

条例改正 条例改正 条例改正 

指定管理者が決まりました 指定管理者が決まりました 

ゆ～らんど 

荒沢自然館 

完成間近の中新田保育所 



平成17年11月10日発行　かみまち議会だより  

　
第
４
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
満
場
で
 

採
択
さ
れ
、
議
長
名
を
も
っ
て
関
係
行
政
庁
に
提
出
 

し
ま
し
た
。
 

「
米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
に
反
対
し
、
 

　
　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
」
意
見
書
 

　
政
府
は
20
ヶ
月
齢
以
下
の
牛
を
全
頭
検
査
の
対
象
 

か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め
、
さ
ら
に
い
ま
、
米
国
 

産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
 

引
き
続
き
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
へ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
ま
 

す
。
 

　
９
月
９
日
開
催
さ
れ
た
、
大
崎
地
方
町
議
会
議
員
 

大
会
に
お
い
て
、
福
島
久
義
議
員
、
尾
形
勝
議
員
、
 

門
脇
幸
悦
議
員
、
一
條
光
議
員
、
佐
藤
善
一
議
員
が
 

10
年
以
上
の
在
職
議
員
と
し
て
、
大
崎
地
方
町
村
議
 

会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
米
木
正
二
議
員
は
、
大
崎
地
方
町
村
議
会
議
長
会
 

長
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　工事請負契約として、宮崎小学校 

大規模改造工事２億８,３５０万円、 

広原小学校舎棟建設工事６億１,７０ 

０万円など５議案を原案通り可決。 

第3回 第3回 第3回 臨時会  臨時会  臨時会  

　一般会計補正予算で内水面漁業振 

興施設の用地購入事業5,000万円な 

ど３議案を原案通り可決。 

第4回 第4回 第4回 臨時会  臨時会  臨時会  

7月28日 

8月29日 

7月28日 

8月29日 

7月28日 

8月29日 

大規模改造工事が進む宮崎小学校 

施設内の用地を町で取得 



　
　
新
庁
舎
建
設
調
査
 

　
　
特
別
委
員
会
 

　
本
町
は
、
中
新
田
町
・
小
 

野
田
町
・
宮
崎
町
の
3
町
が
 

合
併
し
て
、
加
美
町
と
し
て
 

平
成
15
年
4
月
1
日
に
誕
生
 

し
ま
し
た
。
合
併
3
年
目
を
 

迎
え
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
 

て
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
 

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
議
 

会
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
 

調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
 

　
委

員

長
　
下
山
孝
雄
 

　
副
委
員
長
　
佐
藤
善
一
 

　新町の事務所の位置は、当分の間、加美 
郡中新田町字西田三番５番地とする。また、 
現在の小野田町及び宮崎町のそれぞれの役 
場の位置に支所を置く。 
　将来の新町の事務所の位置については、 
新町において検討する。 

　
　
鳴
子
町
向
山
地
区
産
業
 

廃
棄
物
処
理
施
設
に
関
す
る
 

特
別
調
査
委
員
会
 

　
現
在
、
本
町
と
隣
接
す
る
 

鳴
子
町
向
山
地
区
に
産
業
廃
 

棄
物
処
理
施
設
（
中
間
処
理
 

・
最
終
処
分
場
）
の
建
設
が
 

計
画
さ
れ
て
い
る
に
あ
た
り
、
 

産
廃
問
題
を
め
ぐ
る
深
刻
な
 

状
況
の
解
決
に
向
け
て
本
町
 

議
会
で
特
別
委
員
会
を
設
置
 

し
、
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

　
委

員

長
　
尾
形
　
勝
 

　
副
委
員
長
　
猪
股
信
俊
 

　
新
メ
ン
バ
ー
で
発
足
い
た
し
ま
し
た
広
報
委
員
会
も
 

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
平
成
15
年
５
月
に
創
刊
号
を
発
 

行
し
、
今
回
11
号
の
編
集
を
終
え
ま
し
た
。
 

　
議
員
手
作
り
の
「
広
報
紙
」
で
、
技
術
的
に
未
熟
な
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
情
報
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
 

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
方
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
 

議
会
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
ご
愛
読
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
一
同
 

編
集
委
員
 

委
員
長
　
佐
藤
正
憲
 

副
委
員
長
　
門
脇
幸
悦
 

委
　
員
　
一
條
　
光
 

　
〃
　
　
吉
岡
博
道
 

　
〃
　
　
三
浦
英
典
 

　
〃
　
　
沼
田
雄
哉
 

特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
 

特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
 

（
9
月
定
例
会
に
お
い
て
）
 

第11号 
古紙配合率100％ 
白色度70％再生紙を使用しています 

合併協定書の新町の事務所の位置 

《加美町議会事務局まで》  
TEL 67-5120　FAX 67-5130

議会傍聴は議会広報では 
伝えきれない議会の様子 
を見聞きできます 

本庁舎 

読
み
や
す
く
、わ
か
り
や
す
い
 

 
 
 
議
会
広
報
を
め
ざ
し
て
 

読
み
や
す
く
、わ
か
り
や
す
い
 

 
 
 
議
会
広
報
を
め
ざ
し
て
 


	議会だより第１１号１
	議会だより第１１号２
	議会だより第１１号４
	議会だより第１１号５
	議会だより第１１号６
	議会だより第１１号７
	議会だより第１１号８
	議会だより第１１号９

